
法

然
上
人

の
選
択
本
願
説

林

魯

顛

法
然
が
今
迄
の
八
家
九
宗
の
仏
教
を
捨
て
て
、
浄
土
宗
を
開
飢

し
た
根
本
義
は
何

か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
選
択
本
願
念
仏
の
提
唱

即
ち
阿
弥
陀
仏
の
本
願
を
信
じ
李
口
称
念
仏
を
専
修
す
る
こ
と
に

あ
る
。
我
々
罪
業
深
重
の
凡
夫

の
な
す

べ
き

こ
と
は
、
阿
弥
陀
仏

が
そ

の
本
願
に
衆
生
往
生

の
行
と
し
て
選
択
さ
れ
た
,南
無
阿
弥
陀

仏
の
各
号
を
祢
す
る
こ
と
で
あ
り
、

こ
れ
を
修

す
れ
ば
仏
の
本
願

力
に
よ

つ
て
、
浄
土

に
往
生
す
る
こ
と
が
出
来

る
こ
と
を
明
し
た

こ
と

で
あ
る
。
こ
の

一
向

に
念
仏

を
専
修

す
る
こ
と
を
勧
め
る
壊
.

然
教
学

の
特
色
は

「
選
択
」
の
二
字

に
尽
き
る
の
で
あ
る
が
、
そ

れ
に

つ
い
て
鎮
西
は

「
徹
選
択
集
」
に

ノ

ト
ハ

レ

ナ
ル

ノ

間

上

人

選

択

者

是

何

義

乎

。

答

善

導

和

尚

意

。

念

ト

ハ

仏

者

本

願

往

生
7念

仏

也

。

弥

陀

四

十

八

願

之

中

ノ

ノ

ヘ
ニ

第

十

八

願

是

也

。

此

本

顯

義

之

上

。

「
法

然

上

人

ヘ

ヲ

テ

ヲ

検
ポ浄

土

三

部

之

諸

漆

。

麟

両

本

異

訳

之

諸

ヌ

。

而

シ
壬
フ

ノ

レ

今

勘
二出

怯

蔵

菩

薩

選

択

義

也

。

(
中

略

)
即

驀

法

モ

ス

モ

ス

然

上

人

之

義

也

。

此

義

尤

可
一甘

少

尤

可
二甘

心
一

上

シ
テ

ヲ

ミ

人
手
自
料
簡
二
三
部

鋒

我

朝

始

立
批

義
一。

唐

土

人

節

所

立

義

之

唾

。

此

選

択

之

毳

全
ク
以

無

」

之

云

云

(浄
全

七

・
八
亠ひ
と
述

べ
て
選
択
の

一
義
は
弥
陀

、
竜
樹
、
法
然
と
伝
承

の
遠
く
深
い
こ
と
を
説
き
、
更

に
良
忠
は

「
浄
土
宗
要
集
聴
書
」

本

に
法
然

の
言
葉
を
引
き

諸
師
舞

・
廼
.本
意
あ

π

慧

.真

羈

痙
菱

ヲ

ハ

ス

ノ

ヲ

ハ

テ

ノ

衷

、

善

導

釈
二選

択

本

願

念

仏

一
葺

、

予

立

選

択

}

ヲ

ル

ヲ

書
蝋
造
二選

択

集

御世

云

云

(
浄

全

十
-
。
二
六

二

)

と

伝

え

ら

れ

て

い

る

。

か

よ

う

に
法

然

教

学

の

特

色

で
あ

る

「
選

択

」

の

義

に
帰

納

し

て

、

念

仏

窪

生

の
法

門

を

説

か
れ

た

の

で
あ

る

が

、

選

択

の

意

味

は

選

捨

、

選

取

の

二

義

を
含

ん

で

い

る

。

そ

し

て
法

然

は

「
選

択

集

」

に

お

り

て

三
重

の
選

択

を

示

し

て

奩

飯
薯

聾
二
馨

篭

ゴ
閣
聖
憙

選
入
浄

土

門

。

欲

入

浄

土

門

正
雑

二

片

中

旦

拠

諸

雑

行

選

ニ
シ

応

帰

正

行

。

欲

修

於

正

行

正

叨

二
業

中

碯
傍

於

助

ニ

茎

溝

膳
集
.正

定
.。

正

定
之

熟
ぎ

響

毒

燐

多

。
觀

.

禽

必
得

生

・

礬

転

譌

。

(法
然
全
集
三
四
七
)
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と

述

べ

て

い

る

。

即

ち

一
に
捨

聖

帰

瀞

、

二

口

捨

雑

帰

正

、

三

に

.梅
名

摂

取

を

説

い

た

の

で

あ

る

が

、

要

す

る

に
法

然

の
選

択

太

願

の

念

仏

は

畢

境

こ

の

三

重

の
選

択

の
域

を

出

な

い

の

で
あ

る
。

そ

し

て
称

名

念

仏

の

一
行

が

本
願

で
あ

り

、

そ

れ

に

よ

つ

て
浄

土

に

往

生

を

得

る

こ

と

を

明

確

に

示

さ

れ

て

い

る
。

こ

の
祢

名

の

一
行

を

重

要

視

し

た

法

然

は

、

そ
れ

に

つ
い

て

の

「
選

択

集

」

に

罕

八
願
叢

既
以
二念
仏
往
生
之
聯
而
為
本
願
中

　

之

王

也

(法
然
全
集
三
ニ
エ
ハ
〉

と
い

い
、

「津
戸
三
郎

へ
つ
か
は
す
御
返
奉
」
に

訳
迦

の
す

丶
め
給
も
、
悪
人
善
人
愚
人
も
、
ひ
と
し
く
念
仏
す

れ
ば
往
生
オ
と
す

丶
あ
給

へ
る
也
。
さ
れ
ば
念
仏
往
生

の
願
は

こ
れ
弥
陀
如
来

の
本
地
の
誓
願
な
り

と
述

べ
て
い
る
。
か
よ
う
に
四
十
八
願
の
中
第
十
六
念
仏
往
生

の

願
を
仏

の
本
願
と
す
る
か
と
い
え
ば
、

「
選
択
棄
」
に
(法
然
全
集

三

一
九
)ハ

レ

ハ

レ

ナ
リ

a

念

仏

是

勝

、

餘

行

是

劣

。

念

仏

勝

者

名

号

者

是

萬

ス
ル

レ
ハ
チ

億

之

漸

帰

也

。

然

則

弥

陀

梱
仏

所

有

四

智

三

身

十

力

四

無

畏

等

一
切

内

証

功

徳

、

相

好

光

明

説

法

利

ノ

ク

セ
リ

ノ

生

等

一
切

外

用

功

徳

、

皆

悉

摂
二在

阿

弥

陀

仏

名

号

之
典

、

醜
名

号

功

徳
展

沸

蟻

也

・

墜

焦
5
熊
.・
各

き

隅
。
馬

場
為
冤

也
。

と
述

べ

て
称

名

を

本

願

と

す

る

こ
と

を

明

確

に

し

て

い

る

。

こ

の
選

択

本

願

念

仏

説

こ

そ

は

、

法

然

を

し

て

日
本

浄

土

教

を

確

立

せ

し

め

た

も

の

で

あ

り

、

法

然

を

し

て

伊

土

宗

の
開

磁

と

し

た

、

そ

れ

は

正

し

く
法

然

独

自

の

体

験

に

も

と

つ

く

も

の

で

あ

り

そ

の

思

想

形

成

は

、

仏

の
慈

悲

に

よ

り

、

弥

陀

に

随

順

、

信

順

し

て
、

実

践

的

仏

教

の

道

を

取

ら

れ

た

こ
と

に

も

よ

る

。

そ

し

て

、

富

潔

貧

銭

、

智

慧

高

才

、

愚

鈍

下

智

、

持

戒

接

律

、

無
戒

破

戒

の

も

の

も

、

す

べ

て
弥

陀

の
報

土

に
往

生

で
き

る

と

い

う

万

人
平

等

の
教

、
救

済

の

教

で
あ

る

こ
と

を

確

立

し

て

、

選

択

本

願

の

義

を

強

め

ら

れ

た

の

で
あ

る

。

弥

陀

の

本

願

は
五

濁

悪

世

の

現

実

の
穢

土

と

罪

悪

生

死

の

凡

夫

の
自

己

の
悪

業

に
悩

む

も

の

に

と

つ
て

の
光

り

で

あ

り

、

そ

の

仏

の
本

願

は

法

然

の
心

の

よ
り

ど
凾こ

ろ

と

も

な

り

、

一
般

庶

民

に

対

し

て
も

強

い
味

方

と

な

つ

た

の

で

あ

る

。
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